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酪連だより 

乳牛用配合飼料 「岡酪普及号」について 
 

乳牛の飼料 

 維持飼料とは、乳牛のからだの健康を維持する為

に必要な資料をいいます。生産飼料とは、乳牛が大

きくなり泌乳し、子牛を産むのに必要な飼料をいい

ます。 

 乳牛に給与する維持飼料と生産飼料は、過不足な

く、充足できる養分を含有していることが大切であ

り、牛乳生産費のうちで、飼料費の占める割合は、

52％にも達するので最も留意しなければなりません。

飼料費を経済的に賄うために、又草食動物である乳

牛の健康を保つために、粗飼料（牧草、野草、飼料

作物）を多給し、それで不足する養分を濃厚飼料で

賄うことが必要です。 

 粗飼料も濃厚飼料も、多種類給与することが、乳

牛の健康維持のこつです。「岡酪普及号」は栄養価の

高いものを、11 種類もおのおの特性を活かせて配合

してありますから問題はありません。粗飼料も種類

だけでなく野草類、牧草、飼料作物（根菜を含む）

等、種々のものの給与が必要です。 

 

飼料給与の要点 

 飼料の給与は飼料計算をして、養分に過不足のな

いようにして下さい。飼料標準は NRC 法（国家研究

会議で定められた）が便利です。 

 自給飼料（粗飼料）を増産し、乳牛の維持飼料は

勿論、生産飼料も牛乳 10kg 位までは、自給飼料で充

足する。このことが黒字経営になるこつです。 

 濃厚飼料（岡酪普及号）の給与量は、泌乳量、妊

娠の月令、粗飼料の種類及び収穫の時期によって異

なりますから、乳牛個体の状態、時期によって加減

して下さい。「岡酪普及号」は泌乳量によって１日―

３回に分けて粉状のままか、又は固練りにして給与

して下さい。乳牛の飼料可食量は、乾物量（DM）で

体重の３～４％（個体によって差がある）ですから、

それ以上の飼料は食べきれず、養分が充分でも DMが

不足すれば、空腹感を起します。 

 飼料を給与する場合可消化粗蛋白（DCP）が不足す

れば、産乳量が減る

し可消化総栄養分

（TDN）が不足すれば

乳牛が痩せます。ど

ちらも多いめに給与

する必要があります。

又乳牛は個体によっ

て消化力に差がある

ので、乳牛の状態を

よく観察して、飼料

の給与量を、決定す

る必要があります。

大体計算必要量の１

割程度増給すること

が常識となっており

ます。 
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お知らせ!! 

 昭和 39年度春期高等登録体格審査（第２次分）は

日本ホルスタイン登録協会より中村敬止中央審査委

員を迎え、別紙日程表のとおり実施します。 

 審査地域の方々には、多数受検されるよう希望い

たします。 

 


